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　一般質問では、通告順に４議員が質問を行いました。
　報告では、令和５年度一般会計予算及び令和５年度水道事業会計予算を令和６年度に繰
り越して使う「繰越明許費繰越計算書」のほか、町が資本金を出資している「有限会社中
頓別振興公社」の令和５年度経営状況が報告されました。
　町長から提案された、教育委員会教育長の任命同意、
専決処分の承認（令和５年度一般会計補正予算、税条例
及び国民健康保険税条例の一部改正）３件、職員給与
条例等の一部改正２件、辺地に係る公共的施設の総合
整備計画の策定、道路線の変更、北海道後期高齢者医療
広域連合規約の変更、工事請負契約の締結、物品売買
財産の取得、一般会計など補正予算５件、ゼロカーボン
北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・
強化を求める意見書案を原案可決し、１９日に閉会しま
した。なお、１８日は休会となっています。

なかとんべつ町議会だより２２８号 ２

　令和６年第２回定例会が、６月１７日から４日間の会期で開催され、冒頭の行政報告で
小林町長から１点報告がありました。

第２回定例会第２回定例会

　令和６年６月９日に、中頓別町民センターにて「中頓別町ワインセミナー」を開催し、
約７０名の参加をいただきました。
　シニアソムリエでもある「ＮＰＯ法人ワインクラスター北海道」代表理事　阿部　様に
よる講演をいただき、本町のブドウ栽培事業へエールをいただきました。
　参加者アンケートでも、中頓別のワインの味わいは好評で、これからの事業推進に期待
する意見が多数あり、セミナー自体も非常に有意義なイベントであったとの評価をいただ
いています。
　セミナーの開催に際しまして、参加者はもとよりご協力いただいた関係者各位に感謝を
申し上げます。

１．中頓別町ワインセミナーの開催について

教育長に任命された大島園長



なかとんべつ町議会だより２２８号３

第２回定例会で
　　　決まりました
第２回定例会で
　　　決まりました

同
意
第
１
号　
教
育
委
員
会
教
育
長
任
命
同

意
　
教
育
長　
大
島　
朗　
氏

　
相
座
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
大
島

教
育
長
の
任
命
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。
　
（
任
期
３
年　
令
和
６
年
７
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
令
和
９
年
６
月
30
日
）

承
認
第
２
号　
専
決
処
分
の
承
認
（
一
般
会

計
補
正
予
算　
３
月
25
日
専
決
）

　
歳
入
歳
出
に
90
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

48
億
６
千
４
０
８
万
に
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
報

償
費
（
エ
ゾ
シ
カ
１
５
０
頭
）
を
追
加
す
る

も
の
。

承
認
第
３
号　
専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例

の
一
部
改
正　
３
月
31
日
専
決
）

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
る
、
住
民
税
関

係
、
固
定
資
産
税
関
係
の
整
備
に
係
る
改
正
。

承
認
第
４
号　
専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正　
３
月
31
日
専

決
）
　
低
所
得
者
の
保
険
料
の
減
額
に
係
る
改
正
。

議
案
第
36
号　
職
員
給
与
条
例
（
一
部
改
正
）

　
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
の
町
移
管
に
よ
り
宿

日
直
手
当
及
び
職
務
を
追
加
す
る
た
め
の
改

正
。

議
案
第
37
号　
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
の
町
移
管
に
よ
り
夜

※

　

  

は
原
案
可
決

議  

決  

内  

容

間
介
護
手
当
を
新
設
。
併
せ
て
、
医
師
の
医

務
手
当
の
上
限
額
を
増
額
す
る
た
め
の
改
正
。

議
案
第
38
号　
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定

　
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の

た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
中
頓
別
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す
る
も
の
。

議
案
第
39
号　
道
路
線
の
変
更

　
道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
上
頓
別
４
号

線
を
変
更
す
る
も
の
。

議
案
第
40
号　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
被
保
険
者
証
の

一
体
化
に
伴
い
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
、
関
係

市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の
。

議
案
第
41
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
電
気
・
機
械
整
備

更
新
工
事
の
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

議
案
第
42
号　
物
品
売
買
財
産
の
取
得

　
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
（
ダ
ン
プ
）
を
購
入
す
る

た
め
。

議
案
第
43
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
９

千
７
百
52
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
は
46
億
２
千
９
９
２
万
円
に
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
長
寿
園
の
職
員
配

置
の
確
定
に
伴
う
人
件
費
な
ど
の
人
事
管
理

事
業
に
２
千
６
７
７
万
円
、
社
会
福
祉
法
人

南
宗
谷
福
祉
会
運
営
補
助
金
６
２
７
万
円
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
勘
定
）
繰
出
金
３
千
７
６
６
万
円

な
ど
を
追
加
す
る
も
の
。

議
案
第
44
号　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算

　
収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に

そ
れ
ぞ
れ
６
３
１
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は

５
億
８
千
48
万
円
に
。

　
産
業
医
、
嘱
託
医
に
係
る
収
入
を
医
務
手

当
で
支
給
す
る
た
め
１
４
６
万
円
、
派
遣
看

護
師
報
酬
４
８
０
万
円
な
ど
を
追
加
す
る
も

の
。

議
案
第
45
号　
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
既
決
予
定
額
に

そ
れ
ぞ
れ
６
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
１
億

５
千
７
９
２
万
円
に
。

　
未
払
金
に
お
い
て
、
需
用
費
の
３
月
電
気

料
に
つ
い
て
、
不
足
が
生
じ
る
た
め
追
加
す

る
も
の
。

議
案
第
46
号　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
歳
入
の
組
み
替
え
を
す
る
も
の
。

議
案
第
47
号　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予

算
　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３

千
７
６
６
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
は
２
億
１
千
６
９
８
万
円
に
。
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
職

員
の
配
置
変
更
な
ど
不
足
す
る
予
算
を
追
加

す
る
も
の
。

発
議
第
１
号　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書



なかとんべつ町議会だより２２８号 ４

ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問
　

中
頓
別
町
に
不
足
し
て
い
る
商
店
は
理
髪
店
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
７
月
で
店
を
閉
め
る
菓
子
店
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
理
髪
店
は
、
住
民
生
活
に
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
及
び
菓
子
店
も
同
様
に

考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
が
行
う
事
業
と
民
間
が
行
う
事
業
は
そ
れ
ぞ

れ
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
本
町
で
暮
ら
す
住
民
が
満

足
で
き
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
住

民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
商
店
の
早
期
開
業
は
検
討

す
べ
き
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍

等
の
影
響
で
厳
し
い
環
境
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

商
工
事
業
者
に
よ
る
弛
ま
ぬ
営
業
努
力
や
確
固
た
る

技
術
に
基
づ
い
た
商
品
の
提
供
に
よ
り
、
多
く
の
商

工
事
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ど
れ
も
が
町
民

の
生
活
を
支
え
、
生
活
満
足
度
の
維
持
・
向
上
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
も
商
工
会
の
「
ま
ご
こ
ろ
商
品
券
」

事
業
へ
の
補
助
等
を
通
じ
、
町
民
の
生
活
の
向
上
及

び
町
内
商
工
業
の
振
興
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
商
工
会
や
金
融
機
関
と
様
々
な
協
議
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
令
和
６
年
４
月
に
改
正
・

施
行
し
た
「
中
頓
別
町
商
工
業
振
興
支
援
条
例
」
で

は
、
閉
店
・
廃
業
を
可
能
な
限
り
最
小
限
に
す
る
と

と
も
に
新
規
開
店
・
開
業
や
既
存
事
業
者
の
事
業
拡

大
を
後
押
し
す
る
支
援
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
町
内
商
工
業
の
振
興
を
推
進
す
べ
く
、
商
工

会
や
金
融
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。

　

①
一
昨
年
の
12
月
に
、
町
は
環
境
影
響
評
価
方
法

書
に
係
る
意
見
を
知
事
宛
に
回
答
し
て
い
ま
す
。　

　

７
つ
の
項
目
に
つ
い
て
万
全
の
措
置
を
と
る
よ
う

申
し
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
町
独
自

の
評
価
の
基
準
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。　
　
　

　

発
電
業
者
の
選
定
し
た
調
査
事
業
者
の
意
見
だ
け

で
な
く
住
民
目
線
の
環
境
評
価
も
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
如
何
で
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

②
住
民
の
中
に
は
風
力
発
電
所
の
設
置
に
よ
っ
て
、

固
定
資
産
税
が
増
え
る
か
ら
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ

ま
す
が
、
税
収
そ
の
も
の
は
国
の
普
通
交
付
税
の
算

定
基
礎
に
含
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
直
接
的
恩

恵
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で
す
か
。　
　

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
①
北
海
道
知
事
宛
に
提
出
し
た
意
見
書
は
、
風
力

発
電
建
設
を
不
安
に
思
う
町
民
の
声
を
踏
ま
え
て
、

７
点
の
個
別
的
事
項
に
整
理
し
ま
し
た
。

　
現
時
点
で
は
、
町
独
自
の
評
価
基
準
は
設
け
て
い

ま
せ
ん
が
、
日
常
の
暮
ら
し
や
、
自
然
環
境
に
影
響

が
生
じ
な
い
か
し
っ
か
り
見
極
め
た
上
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
②
今
回
の
事
業
計
画
に
対
し
て
、
税
収
な
ど
の
効

果
を
優
先
し
て
そ
の
是
非
を
判
断
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
本
年
10
月
以
降
の
調
査

結
果
が
環
境
に
配
慮
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
を
確
認

し
、
ま
た
近
隣
自
治
体
で

稼
働
し
て
い
る
同
規
模
施

設
の
情
報
収
集
を
重
ね
る

な
ど
し
て
、
判
断
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員

質
　
問

 

町
内
の
風
力
発
電
事
業
計
画
に
つ
い
て

質
　
問

 

住
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
商
店
の
早
期
開
業
を

髙 

橋 

憲 

一 

議
員
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タ
ー
に
繋
が
り
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

に
要
請
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
ボ
タ
ン
の
付
い
た
ペ
ン
ダ
ン

ト
も
お
渡
し
し
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

学
園
構
想
に
つ
い
て
債
務
や
内
容
が
未
だ

に
広
く
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
説
明
会
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
広
報
だ
け
で
は
認
知
さ
れ
ま
せ
ん
。

町
民
は
、
学
園
構
想
に
お
い
て
、
他
に
も
様

々
な
事
業
に
お
い
て
行
政
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
中
、
実
施
を
さ
れ
る
こ
と
に
不
安

を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ご
み
収
集
、
上

下
水
道
、
公
営
住
宅
は
値
上
げ
さ
れ
ま
せ
ん

か
。　
　
　
　
　

　

ま
た
、
除
雪
福
祉
、
病
院
サ
ー
ビ
ス
等
は

　

平
成
12
年
に
要
項
と
し
て
定
め
ら
れ
た

「
中
頓
別
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
に

つ
い
て
、
現
在
及
び
過
去
の
利
用
状
況
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
人
ま
た
は
家

族
の
申
し
込
み
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
町
側
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
も

必
要
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で
す
か
。　

　

機
器
に
つ
い
て
も
、
現
状
十
分
な
も
の
な

の
か
、
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
に
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
緊
急
通
報

受
信
セ
ン
タ
ー
に
電
話
回
線
で
繋
ぐ
通
報
機

器
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
安
全
の

確
保
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
末
現
在
14
件
の
利
用
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
、
令
和
元
年
か
ら
令
和
４

年
度
末
ま
で
、
平
均
14
〜
５
件
の
利
用
状
況

で
す
。
こ
の
機
器
は
、
本
人
ま
た
は
家
族
の

申
請
を
受
け
て
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
て
必
要

と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
相
談
の
上
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
周
知
の
方

法
も
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
機
器
は
設
置
し
た
家
庭
か
ら
直
接
、

緊
急
ボ
タ
ン
に
よ
り
緊
急
通
報
受
信
セ
ン

要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

余
計
な
事
業
の
削
減
と
、
コ
ン
サ
ル
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
職
員
が
や
り
が
い
を
感

じ
る
事
業
や
職
場
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
事
業
の
見
直
し
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
今

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
運
営
が
で
き
る
よ

う
業
務
内
容
の
見
直
し
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

新
規
採
用
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
も
能
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
今
年
度
か
ら
学
習
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。
そ
の
他
Ｄ
Ｘ
を
取
り
入
れ
内
部
事

務
の
効
率
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

安
価
な
住
宅
の
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
い

ま
す
。
移
住
者
の
受
け
入
れ
も
ま
ま
な
り
ま

せ
ん
。
既
存
ア
パ
ー
ト
は
多
額
の
住
宅
手
当

が
付
く
会
社
員
以
外
に
は
厳
し
い
選
択
肢
と

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

公
営
住
宅
も
年
収
が
増
加
す
る
と
高
額
に

な
り
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
現
役
世
代

の
貯
蓄
額
が
減
少
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て

新
築
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
は
一
部
の
人
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

質
　
問

 

高
齢
者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

維
持
さ
れ
ま
す
か
。
学
校
が
開
校
し
た
際
、

町
長
は
任
期
が
切
れ
ま
す
が
、
責
任
を
持
ち

続
投
す
る
予
定
で
す
か
。　
　
　
　

答
　
弁
　
○
相
座
教
育
長
、
小
林
町
長

　
今
後
も
丁
寧
な
説
明
を
続
け
、
方
法
も
考

え
る
予
定
で
す
。
個
別
に
説
明
す
る
こ
と
を

今
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
実
施
に
あ
た
り
補
助
金
等
を
最
大
限

活
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
基
金
の
活
用
を
含
め
財
源
の
確
保

を
行
う
こ
と
や
償
還
期
限
の
延
長
や
経
常
経

費
の
抑
制
を
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
の

出
な
い
よ
う
に
し
ま
す
が
、
将
来
の
状
況
に

よ
り
変
わ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
は
次
の
町
長
選
の
こ
と
は
考
え
て
い
な

く
目
の
前
に
あ
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
し

っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。

　

事
業
の
増
加
に
よ
り
職
員
の
負
担
が
増
加

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
、
前
年

踏
襲
の
傾
向
が
強
く
質
の
高
い
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。　

　

大
き
な
事
業
に
も
人
員
配
置
が
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
人
員
充
足
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ

る
状
況
に
お
い
て
、
退
職
者
が
増
加
し
新
規

職
員
の
採
用
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。　
　

　

必
要
の
な
い
事
業
の
削
減
と
、
職
員
の
や

り
が
い
を
引
き
出
す
よ
う
な
職
場
を
作
る
必

蓮 

尾 

純 

一 

議
員

質
　
問

 

中
頓
別
学
園
構
想
が
及
ぼ
す
今
後
の
影

響
は

質
　
問

 

事
務
事
業
の
増
加
傾
向
へ
の
対
策
は

質
　
問

 

住
宅
の
不
足
に
つ
い
て
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本
町
で
は
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の
建
設
が
進

み
、
入
居
率
も
高
い
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
町
内
の
相
場
と
し
て
は
比
較
的
家
賃

が
高
い
物
件
も
多
く
、
あ
る
程
度
の
収
入
や

住
宅
手
当
な
ど
が
な
い
方
に
と
っ
て
は
、
入

居
し
づ
ら
い
と
い
う
実
情
も
あ
る
。
公
営
住

宅
等
の
町
が
管
理
す
る
住
宅
に
お
い
て
も
、

状
態
が
良
く
手
頃
な
市
街
地
の
定
額
物
件
は

常
に
満
室
状
態
で
、
空
き
が
出
た
場
合
の
競

争
率
も
非
常
に
高
い
よ
う
だ
が
、
本
来
の
想

定
よ
り
所
得
の
高
い
方
や
、
家
族
向
け
の
と

こ
ろ
に
単
身
の
方
が
入
居
す
る
な
ど
、
応
募

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、

適
し
た
世
帯
が
住
宅
に
困
窮
す
る
と
い
う
こ

と
が
繰
り
返
し
起
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

住
宅
選
考
の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
も
あ

る
か
と
思
う
が
、
入
居
が
進
ま
な
い
住
宅
の

　

実
質
賃
金
が
目
減
り
す
る
中
、
住
宅
に
か

か
る
費
用
は
生
活
に
直
結
す
る
大
き
な
問
題

で
す
。
比
較
的
安
価
に
住
環
境
を
提
供
で
き

る
こ
と
が
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に

も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
民
間
ア
パ
ー
ト
の
建
設
は
助
成
金
の
効
果

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
住
宅
に
つ
い
て
は
助
成
金
の
効
果
が

あ
ま
り
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
公
営
住
宅
は
新
築
や
内
装
の
リ
フ
ォ
ー
ム

は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
若
年
層
や
移

住
者
に
対
す
る

対
策
と
し
て
快

適
な
住
宅
の
確

保
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

公
営
住
宅
の
建

設
の
検
討
や
定

額
で
利
用
で
き

る
住
宅
の
内
装

リ
フ
ォ
ー
ム
や

老
朽
化
し
た
公

営
住
宅
の
リ
フ

ォ
ー
ム
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
や
新
築
に
よ
る
町
営
住
宅
等
の

整
備
に
つ
い
て
は
い
か
が
お
考
え
か
。　

　

住
宅
問
題
に
関
連
し
て
、
令
和
４
年
度
に

宮
下
定
住
促
進
団
地
に
お
い
て
、
追
加
の
宅

地
造
成
が
行
わ
れ
た
が
、
分
譲
販
売
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。
未
だ
に
一
軒
も
建
て
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
い
か
が
か
。　

　

ま
た
、
公
営
住
宅
等
共
用
部
の
電
気
料
の

徴
収
を
役
場
で
一
元
化
で
き
な
い
か
求
め
る

声
も
以
前
か
ら
あ
る
が
、
対
応
で
き
な
い
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

加
え
て
、
町
や
特
定
の
企
業
が
民
間
ア

パ
ー
ト
の
一
部
を
借
り
上
げ
て
い
る
実
態
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
条
例
の
趣
旨

に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
う

い
っ
た
点
も
含
め
、
現
状
の
問
題
点
の
解
消

や
適
切
な
住
宅
供
給
の
在
り
方
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
も
伺
う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
公
営
住
宅
な
ど
町
が
管
理
す
る
住
宅
全
体

の
状
況
と
し
て
は
、
単
身
者
や
高
齢
者
用
の

住
宅
に
お
い
て
昨
年
度
の
秋
ご
ろ
ま
で
は
不

足
傾
向
と
な
っ
て
い
た
が
、
現
状
と
し
て
は

空
き
が
多
い
状
態
に
推
移
し
て
お
り
、
ご
指

摘
の
と
お
り
現
在
は
家
族
向
け
の
状
態
の
良

い
住
宅
が
不
足
し
て
い
る
。

　
公
営
住
宅
等
の
募
集
で
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ

に
よ
り
家
族
向
け
の
間
取
り
に
単
身
者
が
選

考
さ
れ
た
り
、
高
額
に
な
る
公
営
住
宅
し
か

募
集
で
き
な
か
っ
た
り
と
、
そ
の
時
々
の
状

況
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
入
居
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
さ
や
住
宅
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
住
宅
の
需
要
と
供
給
を
把
握
し
、
公
営

住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
、
単
身
者
向
け

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の
一
部
を
借
り
上

げ
て
い
る
状
態
は
、
「
良
質
な
賃
貸
住
宅
の

供
給
の
促
進
を
図
り
、
も
っ
て
町
民
の
定
住

を
図
る
」
と
い
う
助
成
金
支
給
の
目
的
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
解
消
も
含

め
た
住
宅
供
給
の
改
善
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

答
　
弁
　
○
北
村
建
設
課
長

　
宮
下
定
住
促
進
団
地
に
追
加
造
成
し
た
５

区
間
の
宅
地
に
つ
い
て
は
、
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
１
、
２
件
あ
っ

た
程
度
で
、
こ
こ
ま
で
１
軒
も
販
売
で
き
て

い
な
い
。

　
公
営
住
宅
等
共
用
部
の
電
気
料
の
関
係
が

役
場
の
方
で
対
応
で
き
る
か
検
討
す
る
。

　
本
定
例
会
で
は
、
中
頓
別
学
園
整
備
事
業

の
最
大
予
算
と
な
る
本
体
工
事
費
、
約
46
億

円
が
債
務
負
担
行
為
と
し
て
一
般
会
計
補
正

予
算
案
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
足

る
だ
け
の
見
通
し
は
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。　
　

質
　
問

 

賃
貸
住
宅
の
適
切
な
供
給
に
つ
い
て

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員

質
　
問

 

中
頓
別
学
園
建
設
工
事
の
本
格
化
に
伴

う
今
後
の
取
組
や
見
通
し
に
つ
い
て

助成金の効果で建設された民間アパート（Ｎextあかね）
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超
え
る
返
済
が
数
年
続
く
見
通
し
と
な
る
。

現
状
は
マ
イ
ナ
ス
水
準
に
抑
え
ら
れ
て
い
る

実
質
公
債
費
比
率
も
ピ
ー
ク
時
で
は
プ
ラ
ス

の
６
．
２
％
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
上
昇
す

る
試
算
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
既

存
基
金
の
活
用
を
含
め
た
償
還
財
源
の
確
保

を
図
り
、
で
き
る
だ
け
財
政
の
弾
力
性
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
　
弁
　
○
相
座
教
育
長

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
新
し
い
学
校
づ
く

り
の
紹
介
と
備
品
な
ど
を
揃
え
る
た
め
の
ご

寄
付
を
お
願
い
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
、

ま
ず
小
学
校
分
の
名
簿
を
確
認
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
状
況
で
、
今
後
も
同
窓
生
の
皆
様

を
は
じ
め
、
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
町
内

外
の
皆
様
に
、
設
立
後
も
継
続
し
て
ご
寄
付

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
小
、
中
中
は
閉
校
と
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
伝
統
を
ど
の
よ
う
な
形

で
残
し
、
訪
れ
た
人
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

空
間
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
　
弁
　
○
笹
原
政
策
経
営
課
長

　
確
定
済
み
の
令
和
４
年
度
決
算
か
ら
機
械

的
に
予
測
す
る
と
経
常
収
支
比
率
は
現
状
の

約
62
％
か
ら
80
％
台
に
上
昇
し
、
27
億
円
を

借
り
入
れ
る
予
定
の
令
和
８
年
度
に
借
金
の

残
高
と
し
て
は
80
億
円
を
超
え
る
見
込
み
で
、

現
状
39
億
円
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
基
金
か
ら

の
充
当
額
等
、
今
後
も
財
政
状
況
を
的
確
に

捉
え
た
判
断
材
料
を
お
示
し
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
財
源
と
し
て
卒
業
生
か
ら
寄
付
を

募
る
考
え
も
示
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
小
学

校
の
同
窓
会
で
は
、
１
０
０
周
年
事
業
以
来

の
現
住
所
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　

全
町
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
、
中
小
、
中

中
を
統
合
し
た
小
中
学
校
で
は
な
く
、
あ
え

て
義
務
教
育
学
校
と
い
う
形
で
卒
業
生
の
い

な
い
学
校
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う

よ
う
な
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
実
際
２
校
は
閉

校
と
い
う
扱
い
に
な
る
の
か
。　

　

町
と
し
て
は
、
中
頓
別
学
園
の
設
立
に
賛

同
し
て
い
る
方
は
多
い
と
い
う
認
識
だ
と
思

う
の
で
、
当
然
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
も

多
い
と
思
う
が
、
今
の
子
ど
も
世
代
の
保
護

者
や
学
園
整
備
に
携
わ
っ
て
い
る
関
係
者
な

ど
、
町
内
外
問
わ
ず
、
中
小
、
中
中
の
卒
業

生
で
は
な
い
方
々
へ
の
応
援
寄
付
の
依
頼
な

ど
は
行
わ
れ
る
の
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
今
回
設
定
し
た
債
務
負
担
行
為
約
46
億
円

の
う
ち
過
疎
債
の
借
り
入
れ
で
賄
う
予
定
の

34
億
円
を
最
短
12
年
で
返
済
す
る
場
合
、
単

年
度
の
償
還
額
と
し
て
は
最
大
で
４
億
円
ほ

ど
と
な
る
が
、
そ
の
う
ち
７
割
に
あ
た
る
２

億
８
千
万
円
が
交
付
税
で
措
置
さ
れ
、
残
る

３
割
の
１
億
２
千
万
円
が
実
質
的
な
持
ち
出

し
と
な
る
。

　
一
般
会
計
の
公
債
費
全
体
と
し
て
は
現
状

で
も
５
億
円
に
迫
る
状
況
な
の
で
、
学
校
建

設
の
返
済
分
が
加
わ
る
と
最
大
で
10
億
円
を

　
令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会
が

７
月
８
日
招
集
さ
れ
、
３
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
48
号　
物
品
売
買
財
産
の

取
得
　
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
物
品
購

入
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

物
品
売
買
契
約
を
締
結
す
る
た
め
。

・
塵
芥
車
購
入
事
業

・
１
千
２
３
２
万
１
，
５
３
０
円

議
案
第
49
号　
物
品
売
買
財
産
の

取
得
　
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
物
品
購

入
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

物
品
売
買
契
約
を
締
結
す
る
た
め
。

・
パ
ッ
カ
ー
車
購
入
事
業

・
１
千
２
５
２
万
８
，
４
６
３
円

議
案
第
50
号　
一
般
会
計
補
正
予

算
　
歳
入
歳
出
に
４
０
５
万
円
を
追

加
し
、
総
額
46
億
３
千
３
９
７
万

円
に
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
費

（
エ
ゾ
シ
カ
）
を
追
加
す
る
も
の
。

第
２
回
臨
時
会
結
果

　スペースの都合上、審議した議案や質疑・
質問と答弁の内容を要約して載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されて
おり、ご覧になりたい方は議会事務局まで
お問い合わせください。

質疑・質問は
　　要約されています
質疑・質問は
　　要約されています
質疑・質問は
　　要約されています



なかとんべつ町議会だより２２８号 ８

　議員全員で構成する「いきいきふるさと常任委員会（長谷川克弘委員長）」では、行政視察として風力
発電（豊富町芦川ウインドファーム）にかかる先進地を７名の議員が視察しました。

　「札幌が東京よりも暑くなる！？～加速する気候変動」と題して気象予報士の森　朗氏が北海道札幌
を例に挙げて気候変動の地球温暖化が進んでいることをいろいろな気象データをもとに話をされた。
　①夏の暑さは東京と比較しても平均夏の気温の最低、最高気温が１度程度しか違わないこと。
　②２０１９年からは熱帯夜が増加していること。札幌の気温上昇率が徐々に上昇していることを考え
　　るといずれは東京の気温を上回ることが考えられる。　　　　　　　　　
　③ヒトへの影響では熱中症の増加
　④作物では水稲の高温障害を筆頭に高温による不作凶作。
　⑤漁獲量の減少：海面水温の上昇により空気中に水分が多くなり大雨により各地での洪水被害が増加
　　している。
　地球温暖化を抑えるために一例として、小水力発電など身近に温暖化を抑えることを考える必要があ
る。
　また、海にＣＯ２を閉じ込める、いわゆるブルーカーボンも考える必要があるのではないかというこ
と。地域によって対策が違うので地域ごとに温暖化対策を考える必要がある。
　次に「人口減少と市町村の重要性・民主主義について自書を含めて所感」と題して大島理森氏の講演
では人口減少対策については、具体的な日本での有効な手段を見いだせていない状況を感じた。ノルウ
ェーやスウェーデンの例を挙げ、社会保障政策の充実、つまり福祉政策を最大限にすること。子育て支
援は現金給付より現物給付の方が効果的であると話された。しかし、具体性には乏しいような気がした。
　また、民主主義についてはヨーロッパの国々の現状を例に挙げ、民主主義国家を標榜してきたフラン
ス、ドイツでは極右政党の台頭。アメリカではトランプ氏の考えているアメリカファーストが支持を広
げている。このように自国第一主義が国民の支持を広げている。ソ連が消滅してから、冷戦の時代は終
わったが、冷戦の構図の中で保たれてきた秩序が徐々に崩壊し、いたるところで紛争が起きている。
　しかし、日本は国民に大きな分断は生まれていない。やはり民主主義を大事にすることが肝要ではな
いか？また、日本は国民性から考えて２大政党は日本の文化に合わないのではないか。日本人は多様な
文化を認め合う国民性がある。したがって、合意形成をした連合政権がこれからの日本を担う政権作り
ではないか？
　市町村重要性については、中頓別町のように小さな自治体は社会的資本（ソーシャルキャピタル）を
深めていく必要があるのではないか？社会からのリスペクト、社会に対する貢献を通してお金よりも生
きる満足感が重要ではないか？また、自治体それぞれ自立性を持ち多面的効率性な自治体になってほし
い。以上が講演の内容です。

北海道町村議会議員研修会に参加して
（報告者：西浦岩雄）

豊富町へ行政視察（６月27日）

いきいきふるさと常任委員会いきいきふるさと常任委員会
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※　繰越明許費（くりこしめいきょひ）は、予
　算に計上されているが、年度内に支出が終わ
　らないと見込まれるものについて、予算に定
　めることにより、翌年度に繰り越して支出す
　ることができるものです。

報告第１号　令和５年度一般会計繰越明許費繰
　　　　　　越計算書の報告

報　告　事　項
※　町が出資する法人等は、毎年度、経営状況を
　議会に報告しなければなりません。

報告第３号　有限会社中頓別振興公社の経営状況
　　　　　　報告
　寿レクレーション施設、一般廃棄物処理施設、
鍾乳洞ふれあい公園、国保病院管理清掃、有害鳥
獣処理施設業務等を営む同社全体の令和５年度決
算状況は次のとおりです。
　当期純利益が4,112,880円となりました。
●損益計算結果、貸借対照表
　・収 益 合 計
　・費 用 合 計
　・営 業 利 益
　・当期純利益
　・資 産 合 計
　・負 債 合 計
　・純資産合計

有限会社中頓別振興公社

88,460,543円
83,011,434円
5,449,109円
4,112,880円
34,525,270円
5,084,674円
29,440,596円

　

少
子
化
や
人
口
減
少
が
語
ら
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
先
進

国
は
少
子
化
が
一
般
的
な
特
徴
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
す
。

経
済
的
発
展
も
し
く
は
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
っ
て
少
子
化

が
起
こ
る
と
考
え
て
い
い
訳
で
す
。
だ
と
し
た
ら
、
今
の
日

本
が
少
子
化
を
止
め
ら
れ
る
、
人
口
減
を
止
め
ら
れ
る
と
は

考
え
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
中
で
じ
ゃ
あ
、

中
頓
別
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
鍵
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
地
域
の
自
然
と
歴
史
、
そ

れ
に
人
材
。
こ
の
二
つ
で
す
。

　

自
然
は
我
々
に
資
源
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
歴
史
は
今
ま

で
の
人
々
の
成
功
や
失
敗
の
歴
史
で
す
。
ど
う
や
っ
て
暮
ら

し
て
き
て
、
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
き
て
、
上
手
く
い
っ
た

の
か
、
い
か
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
検
証
す
る
こ
と

で
す
。

　

人
材
と
は
、
独
立
自
尊
の
人
材
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
人

で
も
こ
の
町
で
生
き
て
い
け
る
気
概
を
持
っ
た
人
材
と
い
う

こ
と
で
す
。
と
い
う
と
、
大
変
な
こ
と
の
よ
う
に
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
々
の
先
祖
は
皆
そ
う
い
う
人
た
ち
の
集

ま
り
で
し
た
。
森
林
や
原
野
を
切
り
開
い
て
こ
の
町
を
作
っ

て
き
た
の
で
す
か
ら
。

　

ま
た
、
自
治
体
と
し
て
は
、
公
共
施
設
の
集
約
化
と
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
広
域
連
携
が
鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
人
口

が
減
る
の
は
、
中
頓
別
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
で
す
。
近
隣
町

村
も
押
し
並
べ
て
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
人
口
規
模
に
不
釣

り
合
い
な
公
共
施
設
は
財
政
を
圧
迫
し
ま
す
か
ら
、
な
る
べ

く
早
く
縮
小
す
る
ほ
う
が
い
い
わ
け
で
す
。
遠
い
未
来
の
こ

と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
ま
た
こ
の
町
が
大
き
く
発

展
す
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
今

で
は
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人
・
髙
橋
憲
一
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

（単位：千円）

事　　業　　名 繰越金額
戸 籍 事 務 事 業
住 民 事 務 事 業
認 定 こ ど も 園 事 業
中頓別弥生線交付金事業
公 営 住 宅 維 持 管 理 事 業
中 頓 別 学 園 整 備 事 業
特 別 会 計 繰 出 金 事 業

7,821
2,987
12,430
173,088

42
159,500
39,000
394,868合　　　　　計

簡 易 水 道 等 施 設 整 備 費
国 庫 補 助 事 業

報告第２号　令和５年度水道事業会計予算繰越
　　　　　　計算書の報告

（単位：千円）

事　　業　　名 繰越金額

99,273

99,273合　　　　　計

※　令和５年度から令和６年度に上記事業予算
　が繰り越されました。

「
人
口
減
少
時
代
の
町
づ
く
り
」



　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
を
起
点
に
し
た
世

界
的
な
イ
ン
フ
レ
基
調
や
約
50
年
ぶ
り
の
円

安
水
準
は
、
石
油
を
は
じ
め
輸
入
に
頼
る
生

活
を
し
て
い
る
私
た
ち
の
生
活
に
、
物
価
高

の
波
と
し
て
直
接
影
響
し
て
い
ま
す
。
実
質

賃
金
や
年
金
収
入
が
、
税
金
や
社
会
保
障
費

な
ど
を
差
し
引
く
と
目
減
り
し
て
い
る
中
、

苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
宗
谷
管
内
の
高
齢
化
に
よ
る

労
働
人
口
の
減
少
か
ら
労
働
力
不
足
の
問
題

が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
手
チ
ェ
ー
ン

店
の
服
飾
店
で
は
時
給
１
，
８
０
０
円
を
超

え
る
な
ど
し
て
お
り
、
資
金
力
の
あ
る
会
社

で
な
く
て
は
労
働
力
が
確
保
で
き
な
い
と
い

う
事
態
に
な
り
、
個
人
事
業
主
や
中
小
企
業

の
多
い
宗
谷
管
内
の
企
業
は
事
業
の
存
続
に

頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
企
業
は
物
価
高
に
よ
り
支
出
を
抑

え
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
消
費
の
循
環
を
止
め
、

収
入
も
減
る
こ
と
で
、
企
業
は
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
負
の
循
環
を
起

こ
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
の
算
出
基
準
は
、
物
価
変
動
率
ベ
ー

ス
で
算
出
さ
れ
る
の
で
す
が
、
現
状
を
反
映

さ
せ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

当
町
は
、
財
源
も
国
か
ら
も
ら
う
交
付
金

に
頼
る
し
か
な
い
中
、
現
状
を
打
開
す
る
に

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
町
議
会
議
員
は
、
町
民
が
穏
や
か
で
豊
か

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
町
民
、
行
政
と
共

に
力
を
合
わ
せ
知
恵
を
絞
る
分
岐
点
に
立
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
蓮
）

編
　
集
　
後
　
記

７日　南宗谷消防組合議会臨時会
11日　クリーン作戦
16日　いきいきふるさと常任委員会
19日　中頓別消防団春季消防演習
20日～22日　
　　　町村議会議長・副議長研修会（東京都）
23日　宗谷管内町村議会議員研修会（利尻町）

４日　議会運営委員会
７日　議会運営委員会
11日　北海道町村議会議長会定期総会（札幌市）
17日～19日
　　　第２回定例会

議会の動き
５月

６月

２日～３日　
　　　町村議会議員研修会（札幌市）
８日　第１回臨時会
９日　園庭リニューアルオープン記念式
10日　議会広報編集特別委員会
17日　議会広報編集特別委員会
18日　様似町議会行政視察
19日　戦没者追悼平和記念式

７月

なかとんべつ町議会だより２２８号 10

発　　行  中頓別町議会
編　　集  議会広報編集特別委員会
お問合せ  〒098-5595
　　　　  北海道枝幸郡中頓別町字中頓別172番地6
　　　　  tel（01634）6-2244（直通）
　　　　  fax（01634）6-1155

宗谷管内町村議会議員研修会報告
　令和６年度宗谷管内町村議会議員研修会が５
月２３日、利尻町交流促進施設「どんと」にお
いて開催され、５名の議員が参加しました。
　研修会では、管内９町村の議会議員や事務局
職員が出席し、清水目宗谷総合振興局長、上遠
野利尻町長にもご来賓としてご出席いただき、
総勢１００名の参加により開催されました。
　はじめに主催者を代表し、宗谷町村議会議長
会会長である藤井信幸会長（利尻町議会議長）
が挨拶をし、来賓挨拶として、清水目剛宗谷総
合振興局長、上遠野浩志利尻町長の祝辞をいた
だき、開催地代表として佐藤和久利尻町議会副
議長が歓迎の挨拶を行いました。
　研修会の講演では、北海道議会事務局議事課
課長補佐　加藤隆行氏による、「北海道議会に
おけるデジタル化の取り組み」と題し、デジタ
ル化の基本的な考え方、これまでの検討経緯、
タブレット議会システム、タブレット使用に当
たっての留意事項、会議資料等のペーパーレス
化、チャットＧＰＴ等の生成ＡＩの活用等の検
討について興味深い貴重な公演をしていただき
ました。
　研修会終了後には町内視察が行われ、「神居
海岸パーク」「ウニ生産種苗施設」を視察しま
した。
　視察終了後は、利尻町交流促進施設「どんと」
において交流会が開催され、三好雅北海道議会
議員に来賓として参加いただき、他町村議員と
の情報交換など、有意義な時間を過ごすことが
出来ました。
　　　　　　　　　　　（報告者：吉田智一）


